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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。  

回次 
第25期 

第２四半期 
累計期間 

第25期 
第２四半期 
会計期間 

第24期 

会計期間 

自平成20年 
10月１日 

至平成21年 
３月31日 

自平成21年 
１月１日 

至平成21年 
３月31日 

自平成19年 
10月１日 

至平成20年 
９月30日 

売上高（千円） 34,395,701 17,439,536 63,862,424 

経常利益（千円） 1,350,738 846,977 3,014,017 

四半期（当期）純利益（千円） 500,896 498,253 1,201,460 

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）  
－ － － 

資本金（千円）  － 3,925,970 3,914,670 

発行済株式総数（株）  － 6,534,900 6,512,300 

純資産額（千円） － 16,749,559 16,204,664 

総資産額（千円） － 22,395,905 21,384,822 

１株当たり純資産額（円） － 2,544.82 2,469.95 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
76.68 76.25 184.53 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
76.66 76.25 184.08 

１株当たり配当額（円）  － － － 

自己資本比率（％） － 74.3 75.2 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
1,932,476 － 2,141,083 

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△2,062,131 － △5,060,974 

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△96,351 － △310,215 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
－ 5,057,286 5,283,292 

従業員数（人） － 791 805 
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２【事業の内容】 

 当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

  

  

３【関係会社の状況】 

 当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

４【従業員の状況】 

提出会社の状況 

 （注）従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー及びアルバイト）は、当第２四半期会計期間の平

均人員を１日８時間換算で（ ）内に外数で記載しております。 

平成21年３月31日現在

従業員数（人） 791（7,254）  
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1)生産実績 

 該当する事項はありません。 

(2)仕入実績 

 当第２四半期会計期間の仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

(3)受注状況 

 当社は、最終消費者へ直接販売する飲食業を営んでおりますので、受注状況は記載しておりません。 

(4)販売実績 

 当第２四半期会計期間の販売実績を事業の品目別に示すと、次のとおりであります。 

 （注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

品目 

当第２四半期会計期間 

（自 平成21年１月１日 

  至 平成21年３月31日） 

魚介類  （千円） 6,300,149 

穀類・麺類（千円） 1,442,849 

酒類・飲料（千円） 511,166 

その他  （千円） 564,090 

合計   （千円） 8,818,256 

事業部門 

当第２四半期会計期間 

（自 平成21年１月１日 

  至 平成21年３月31日） 

 回転すし （千円） 17,439,536 
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２【経営上の重要な契約等】 

 当社と当社の親会社であるエーエスホールディングス株式会社（以下、「ＡＳＨＬＤ」という。）は、平成21年２

月９日付けで吸収合併契約を締結しております。 

 吸収合併契約の内容は次のとおりであります。 

（1）吸収合併を行う目的 

 ＡＳＨＬＤは、当社株券等に対する公開買付け（平成20年９月25日から平成20年11月10日まで実施。以下、「本公

開買付け」）を実施し、現在、当社普通株式に関する総株主の議決権の数に対する割合として63.85％を保有してお

ります。 

 本公開買付けは、当社の中期経営計画の実現に向けて、当社を取り巻く厳しい経営環境を打破をし、経営課題の抜

本的な解決を図ることを目的とした当社の戦略的非公開化の一環であり、当社は、当社の企業価値及び株主共同の利

益の観点から本公開買付けについて十分に協議・検討を行った結果、本公開買付けへの賛同意見を表明いたしまし

た。また、本公開買付けが多くの株主の賛同により成立したことを受け、戦略的非公開化を最終的に実現するべく吸

収合併（以下、「本合併」という。）を実施することと決定いたしました。 

（２）吸収合併の方法、吸収合併後の会社の名称 

 ＡＳＨＬＤ及び当社は、ＡＳＨＬＤを存続会社、当社を消滅会社とする現金対価による吸収合併の実施を行う予定

であります。吸収合併後の会社の名称につきましては、効力発生日をもってＡＳＨＬＤは、「株式会社あきんどスシ

ロー」に変更されます。 

（３）合併交付金の額 

 ＡＳＨＬＤは、本合併に際し、当社の株主に対して金銭を交付するものとし、その総額は、本合併の効力発生の直

前時の当社の株主名簿に記載、または、記録された当社の株主の所有する 当社の普通株式の数に3,250円を乗じた額

とします。 なお、当社が発行する新株予約権については、ＡＳＨＬＤがその全部を所有しているため、本合併に際

し金銭の交付は行わないものとします。  

（４）当該吸収合併により引き継がれる資産・負債等 

  当社は、平成20年9月30日現在の当社の貸借対照表その他同日現在の計算書類を基礎とし、これに効力発生日に至

るまでの増減を加除した一切の資産及び負債、並びに権利義務を効力発生日においてＡＳＨＬＤに引き継ぐものとし

ます。 

（５）当該吸収合併の相手会社についての概要 

（平成20年９月30日現在） 

 商号           エーエスホールディングス株式会社 

 本店の所在地   東京都千代田区紀尾井町４番５号 

 代表者氏名     木曽健一 

 資本金         1,000千円 

 純資産           994千円 

 総資産         1,000千円 

 売上高                － 

 当期純損失         5千円 

 従業員数            －名 

 主要な事業内容  

  会社の株式又は持分を所有することにより、当該会社の事業活動を支配・管理する業務   

（注）なお、増資により、平成21年３月末現在における資本金の額は、3,301,000千円となっております。    

（６）合併の時期    

 本合併の効力発生日は、平成21年５月31日とします。但し、ＡＳＨＬＤ及び当社は、本合併の手続きの進捗状況、

手続進行上の必要性その他事由により、会社法第790条第１項に従い、合意により効力発生日を変更することができ

るものとします。    
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３【財政状態及び経営成績の分析】 

（１）業績の状況 

 当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、米国発の金融危機による影響を未だ振り切れず依然として個人消費

の冷え込みが続いております。また、大手各社を筆頭に業績を下方修正する動きを鑑みるにつけても経済状況の厳し

さは、当面は低迷したままと予測されますが、前四半期会計期間に比べ当四半期会計期間からは、個人消費の振興策

として高速道路の値下げや定額給付金などにより、若干ではありますが先行きに明るさを与えているようにも見受け

られます。 

 このような経済環境のもと外食業界においても同様に、個人消費者の生活防衛意識は高く、いかに個人消費を刺激

するかが引き続きの課題であります。しかしながら、このような環境の中でもお客さまのニーズを捉えた企業は存在

し、業績を確実に伸ばしております。 

 当社におきましては、お客さまにおける当社の認知度を高めるため、引き続きテレビコマーシャル及び200円クー

ポン券の発行並びに90円セールを実施しております。 

 また、お客さまに高付加価値の商品を召し上がっていただくのみならず、再来店につながるサービスの向上を図る

意識改革も全社一丸となって進めております。また、５店舗につきましては、71百万円の減損損失の計上を行いまし

た。 

 以上の結果、当第２四半期会計期間の業績は、売上高174億39百万円、営業利益は８億22百万円、経常利益は８億

46百万円、四半期純利益は４億98百万円になりました。 

 なお、店舗開発につきましては、首都圏１店舗、中部圏４店舗、近畿圏１店舗、中国・四国圏２店舗、九州圏３店

舗の合計11店舗出店し、５店舗退店した結果、当第２四半期末の店舗数は256店舗となりました。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動で得た資金11億35百万

円に対し、投資活動で９億45百万円資金を使用した結果、第１四半期会計期間末に比べ１億90百万円増加し、50億57

百万円となりました。 

 当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期会計期間において営業活動で得られた資金は、11億35百万円となりました。これは主に、税引前四半

期純利益が８億31百万円、減価償却費４億47百万円及び減損損失71百万円の計上したことによる資金の増加等に対

し、その他流動負債の減少２億56百万円による資金の減少等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期会計期間において投資活動で使用した資金は、９億45百万円となりました。これは主に、有形固定資

産の取得に８億55百万円、敷金保証金の差入による支出１億11百万円の資金の減少等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期会計期間において財務活動で使用した資金は、僅少のため記載は省略いたします。 

  （３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

   当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

  （４）研究開発活動 

   該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 「（2）設備の新設、除却等の計画」に記載した事項を除いては、設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

① 当第２四半期会計期間において前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、拡充についての重要

な変更はありません。 

  

② 当第２四半期会計期間において前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、拡充、改修について

完了したものは次のとおりであります。   

（注）１．投資額には、敷金および差入保証金133,731千円を含んでおります。 

    ２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。  

  

 (3）重要な設備の除却等 

   当第２四半期会計期間において、経営の効率化を図るため、不採算店５店舗の閉鎖をしております。 

所在地 
店舗数 
（店） 

事業形態別
の名称 

設備の内容 
投資額 

（千円） 
完成年月 

増加能力 
（増加客席数）

（席） 

 首都圏 1  回転すし  店舗設備 65,397 平成21年２月 196 

 中部圏 4  回転すし  店舗設備 352,389 平成21年１月～平成21年３月 784 

近畿圏  1 回転すし  店舗設備 101,579 平成21年１月  196 

中国・ 

四国圏 
2 回転すし  店舗設備 148,161 平成21年２月～平成21年３月 392 

九州圏  3 回転すし  店舗設備 241,102 平成21年２月～平成21年３月 588 

合計 11 －  －  908,631 －  2,156 
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（注）東京証券取引所については、平成21年２月28日に吸収合併契約に関する議案が臨時株主総会で承認可決されたこと

により、平成21年４月１日をもって上場廃止となりました。  

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 14,400,000 

計 14,400,000 

種類 
第２四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成21年３月31日） 

提出日現在発行数
（株） 

（平成21年５月15日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 6,534,900 6,534,900 
東京証券取引所 

（市場第二部） 

 権利内容に何ら限定

のない当社における標

準となる株式であり、

単元株式数は100株で

あります。  

計 6,534,900 6,534,900 － － 
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（２）【新株予約権等の状況】 

会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。  

平成19年８月27日臨時取締役会決議 第２回新株予約権  

  

（注）当社が合併（合併により当社が消滅する場合に限ります。）、吸収分割若しくは新設分割（それぞれ当社 

が分割会社となる場合に限ります。）、または株式交換若しくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社とな

る場合に限ります。）（総称して以下「組織再編行為」といいます。）をする場合においては、組織再編行

為の効力発生時点において残存する本新株予約権（以下「残存新株予約権」といいます。）の新株予約権者

に対し、それぞれの場合につき、合併後存続する株式会社若しくは合併により設立する株式会社、分割する

事業に関して有する権利義務の全部若しくは一部を承継する株式会社、新設分割により設立する株式会社、

当社の発行済株式の全部を取得する株式会社又は株式移転により設立する株式会社（以下「再編対象会社」

といいます。）の新株予約権を交付することとします。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再

編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとします。  

ただし、以下の各号に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸

収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において定めることを条件とします。  

① 交付する再編対象会社の新株予約権の数 

組織再編行為の効力発生の時点において残存する残存新株予約権の数と同一の数とします。  

② 新株予約権の目的である株式の種類 

再編対象会社の普通株式  

③ 新株予約権の目的である株式の数 

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて合理的に調整さ

れた数とし、調整により生ずる１株未満の端数は切り捨てるものとします。  

④ 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、上記「新株予約権の行使時の払込金

額」で定められる行使価額を組織再編行為の条件等を勘案の上、調整して得られる再編後払込金額に上

記③に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額

とします。  

⑤ 新株予約権の行使期間 

上記「新株予約権の行使期間」に定める本新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編

行為の効力発生日のいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める本新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとします。  

  
第２四半期会計期間末現在 

（平成21年３月31日）  

 新株予約権の数（個） 1,150 

 新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  － 

 新株予約権の目的となる株式の種類 
 普通株式 

単元株式数 100株 

 新株予約権の目的となる株式の数（株） 115,000 

 新株予約権の行使時の払込金額（円） 5,050 

 新株予約権の行使期間 
 自 平成19年９月14日 

 至 平成24年９月13日 

 新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の  

  発行価格及び資本組入額（円） 

 発行価格    2,525 

 資本組入額   2,525 

 新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできないものとします。 

 新株予約権の譲渡に関する事項  － 

 代用払込みに関する事項  － 

 組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注） 
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平成19年８月27日臨時取締役会決議 第３回新株予約権  

  

（注）当社が合併（合併により当社が消滅する場合に限ります。）、吸収分割若しくは新設分割（それぞれ当社 

が分割会社となる場合に限ります。）、または株式交換若しくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社とな

る場合に限ります。）（総称して以下「組織再編行為」といいます。）をする場合においては、組織再編行

為の効力発生時点において残存する本新株予約権（以下「残存新株予約権」といいます。）の新株予約権者

に対し、それぞれの場合につき、合併後存続する株式会社若しくは合併により設立する株式会社、分割する

事業に関して有する権利義務の全部若しくは一部を承継する株式会社、新設分割により設立する株式会社、

当社の発行済株式の全部を取得する株式会社又は株式移転により設立する株式会社（以下「再編対象会社」

といいます。）の新株予約権を交付することとします。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再

編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとします。  

ただし、以下の各号に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸

収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において定めることを条件とします。  

① 交付する再編対象会社の新株予約権の数 

組織再編行為の効力発生の時点において残存する残存新株予約権の数と同一の数とします。  

② 新株予約権の目的である株式の種類 

再編対象会社の普通株式  

③ 新株予約権の目的である株式の数 

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて合理的に調整さ

れた数とし、調整により生ずる１株未満の端数は切り捨てるものとします。  

④ 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、上記「新株予約権の行使時の払込金

額」で定められる行使価額を組織再編行為の条件等を勘案の上、調整して得られる再編後払込金額に上

記③に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額

とします。  

⑤ 新株予約権の行使期間 

上記「新株予約権の行使期間」に定める本新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編

行為の効力発生日のいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める本新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとします。  

  
第２四半期会計期間末現在 

（平成21年３月31日）  

 新株予約権の数（個） 680 

 新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  － 

 新株予約権の目的となる株式の種類 
 普通株式 

単元株式数 100株 

 新株予約権の目的となる株式の数（株） 68,000 

 新株予約権の行使時の払込金額（円） 5,500 

 新株予約権の行使期間 
 自 平成19年９月14日 

 至 平成24年９月13日 

 新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の  

発行価格及び資本組入額（円） 

 発行価格    2,750 

 資本組入額   2,750 

 新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできないものとします。 

 新株予約権の譲渡に関する事項  － 

 代用払込みに関する事項  － 

 組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注） 
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平成19年８月27日臨時取締役会決議 第４回新株予約権  

（注）当社が合併（合併により当社が消滅する場合に限ります。）、吸収分割若しくは新設分割（それぞれ当社 

が分割会社となる場合に限ります。）、または株式交換若しくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社とな

る場合に限ります。）（総称して以下「組織再編行為」といいます。）をする場合においては、組織再編行

為の効力発生時点において残存する本新株予約権（以下「残存新株予約権」といいます。）の新株予約権者

に対し、それぞれの場合につき、合併後存続する株式会社若しくは合併により設立する株式会社、分割する

事業に関して有する権利義務の全部若しくは一部を承継する株式会社、新設分割により設立する株式会社、

当社の発行済株式の全部を取得する株式会社又は株式移転により設立する株式会社（以下「再編対象会社」

といいます。）の新株予約権を交付することとします。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再

編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとします。  

ただし、以下の各号に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸

収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において定めることを条件とします。  

① 交付する再編対象会社の新株予約権の数 

組織再編行為の効力発生の時点において残存する残存新株予約権の数と同一の数とします。  

② 新株予約権の目的である株式の種類 

再編対象会社の普通株式  

③ 新株予約権の目的である株式の数 

組織再編行為の条件等を勘案の上、上記「新株予約権の目的となる株式の数」に準じて合理的に調整さ

れた数とし、調整により生ずる１株未満の端数は切り捨てるものとします。  

④ 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、上記「新株予約権の行使時の払込金

額」で定められる行使価額を組織再編行為の条件等を勘案の上、調整して得られる再編後払込金額に上

記③に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額

とします。  

⑤ 新株予約権の行使期間 

上記「新株予約権の行使期間」に定める本新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編

行為の効力発生日のいずれか遅い日から、上記「新株予約権の行使期間」に定める本新株予約権を行使

することができる期間の満了日までとします。  

  
第２四半期会計期間末現在 

（平成21年３月31日）  

 新株予約権の数（個） 680 

 新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  － 

 新株予約権の目的となる株式の種類 
 普通株式 

単元株式数 100株 

 新株予約権の目的となる株式の数（株） 68,000 

 新株予約権の行使時の払込金額（円） 6,000 

 新株予約権の行使期間 
 自 平成19年９月14日 

 至 平成24年９月13日 

 新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の  

発行価格及び資本組入額（円） 

 発行価格    3,000 

 資本組入額   3,000 

 新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできないものとします。 

 新株予約権の譲渡に関する事項  － 

 代用払込みに関する事項  － 

 組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注） 
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（３）【ライツプランの内容】 

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

（５）【大株主の状況】 

（注）当第２四半期会計期間末現在における、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の信託業務の株式数について

  は、当社として把握することができないため記載しておりません。  

  

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成21年１月１日～

平成21年３月31日  
－ 6,534,900 － 3,925,970 － 4,069,250 

平成21年３月31日現在

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

エーエスホールディングス株式会

社  
東京都千代田区紀尾井町４－５号  4,172 63.85 

株式会社ゼンショー  東京都港区港南２丁目18－１  1,678 25.69 

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）  
東京都中央区晴海１丁目８－11  325 4.98 

株式会社極洋  東京都港区赤坂３丁目３－５  114 1.76 

三菱ＵＦＪ証券株式会社  東京都千代田区丸の内２丁目４－１  47 0.73 

福島工業株式会社  大阪府大阪市西淀川区御幣島３丁目16－11 23 0.35 

世紀エステート株式会社  大阪府茨木市駅前１丁目３－２  12 0.19 

尾家産業株式会社  大阪府大阪市北区豊崎６丁目11－27  10 0.15 

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL  133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB, U. K 7 0.11 

鈴木 伸幸  愛知県名古屋市名東区  4 0.07 

計 － 6,396 97.88 
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（６）【議決権の状況】 

①【発行済株式】  

  

②【自己株式等】 

  

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。 

  

３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  

  

  

  

平成21年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 100 － 単元株式数100株 

完全議決権株式（その他） 
（普通株式） 

6,534,200 
65,342 同上 

単元未満株式 
（普通株式） 

600 
－ － 

発行済株式総数 6,534,900 － － 

総株主の議決権 － 65,342 － 

平成21年３月31日現在

所有者の氏名又は名
称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％） 

株式会社あきんどスシロ

ー 

大阪府吹田市江坂町二

丁目1番11号 
100 － 100 0.0 

計 － 100 － 100 0.0 

月別 
平成20年 
10月 

11月 12月 
平成21年 
１月 

２月 ３月 

最高（円） 3,250 3,240 3,200 3,200 3,190 3,210 

最低（円） 3,140 3,080 3,140 3,120 3,130 3,150 
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第５【経理の状況】 

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間（平成21年１月１日から平成

21年３月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】 
（１）【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,107,286 6,283,292

原材料及び貯蔵品 456,094 414,793

その他 1,040,230 1,130,448

流動資産合計 7,603,611 7,828,534

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） ※  5,648,055 ※  5,331,282

工具、器具及び備品（純額） ※  1,284,867 ※  1,034,756

その他（純額） ※  2,007,235 ※  1,741,532

有形固定資産合計 8,940,159 8,107,572

無形固定資産 213,331 124,412

投資その他の資産   

敷金及び保証金 4,311,749 4,190,298

その他 1,416,553 1,223,303

貸倒引当金 △89,500 △89,300

投資その他の資産合計 5,638,802 5,324,302

固定資産合計 14,792,293 13,556,287

資産合計 22,395,905 21,384,822

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,497,005 1,103,797

1年内返済予定の長期借入金 － 63,200

未払金 2,378,640 2,473,735

未払法人税等 647,773 718,398

賞与引当金 266,600 297,700

役員賞与引当金 － 8,400

その他 285,259 221,835

流動負債合計 5,075,278 4,887,068

固定負債   

長期借入金 － 55,300

役員退職慰労引当金 21,115 21,352

その他 549,951 216,437

固定負債合計 571,066 293,089

負債合計 5,646,345 5,180,157
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,925,970 3,914,670

資本剰余金 4,069,250 4,057,950

利益剰余金 8,642,342 8,141,445

自己株式 △461 △207

株主資本合計 16,637,101 16,113,858

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △7,336 △28,988

評価・換算差額等合計 △7,336 △28,988

新株予約権 119,795 119,795

純資産合計 16,749,559 16,204,664

負債純資産合計 22,395,905 21,384,822
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（２）【四半期損益計算書】 
【第２四半期累計期間】 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 34,395,701

売上原価 17,593,495

売上総利益 16,802,205

販売費及び一般管理費 ※  15,494,241

営業利益 1,307,964

営業外収益  

受取利息 23,161

受取配当金 900

受取手数料 24,248

雑収入 14,561

営業外収益合計 62,870

営業外費用  

支払利息 2,285

固定資産除却損 3,703

レジ現金過不足 4,121

雑損失 9,985

営業外費用合計 20,096

経常利益 1,350,738

特別利益  

収用補償金 71,612

その他 18,719

特別利益合計 90,331

特別損失  

店舗閉鎖損失 29,320

減損損失 235,696

財務アドバイザリー料 245,000

特別損失合計 510,016

税引前四半期純利益 931,052

法人税、住民税及び事業税 588,000

法人税等調整額 △157,844

法人税等合計 430,156

四半期純利益 500,896

2009/05/15 15:09:4808546388_株式会社あきんどスシロー_第２四半期報告書



【第２四半期会計期間】 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 17,439,536

売上原価 8,856,408

売上総利益 8,583,128

販売費及び一般管理費 ※  7,760,912

営業利益 822,215

営業外収益  

受取利息 13,293

受取手数料 10,403

雑収入 7,782

営業外収益合計 31,479

営業外費用  

支払利息 903

固定資産除却損 3,703

レジ現金過不足 2,111

営業外費用合計 6,718

経常利益 846,977

特別利益  

収用補償金 71,612

その他 16,819

特別利益合計 88,431

特別損失  

店舗閉鎖損失 13,110

減損損失 71,134

財務アドバイザリー料 20,000

特別損失合計 104,244

税引前四半期純利益 831,164

法人税、住民税及び事業税 484,000

法人税等調整額 △151,089

法人税等合計 332,911

四半期純利益 498,253
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年10月１日 

 至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 931,052

減価償却費 839,714

減損損失 235,696

貸倒引当金の増減額（△は減少） 200

賞与引当金の増減額（△は減少） △31,100

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8,400

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △237

受取利息及び受取配当金 △24,061

支払利息及び社債利息 2,285

敷金及び保証金の家賃相殺額 93,488

収用補償金の受取額 △71,612

固定資産除却損 3,703

たな卸資産の増減額（△は増加） △41,300

その他の流動資産の増減額（△は増加） 34,658

仕入債務の増減額（△は減少） 393,207

その他の流動負債の増減額（△は減少） 313,420

その他の固定負債の増減額（△は減少） △27,766

小計 2,642,949

利息及び配当金の受取額 9,350

利息の支払額 △1,198

法人税等の支払額 △718,625

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,932,476

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △1,811,678

無形固定資産の取得による支出 △106,561

定期預金の預入による支出 △500,000

定期預金の払戻による収入 550,000

敷金及び保証金の差入による支出 △259,239

敷金及び保証金の回収による収入 65,347

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,062,131

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △118,500

株式の発行による収入 22,600

自己株式の取得による支出 △254

配当金の支払額 △197

財務活動によるキャッシュ・フロー △96,351

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △226,005

現金及び現金同等物の期首残高 5,283,292

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  5,057,286
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  

【簡便な会計処理】 

  
当第２四半期累計期間 

（自 平成20年10月１日 
至 平成21年３月31日） 

 会計処理基準に関する事項

の変更 

（1）棚卸資産の評価に関する会計基準の

適用 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として総平均法による

原価法によって評価しておりましたが、第

１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に

関する会計基準」（企業会計基準第９号 平

成18年７月５日）が適用されたことに伴

い、主として総平均法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法）により算定しており

ます。これによる損益への影響はありませ

ん。 

（2）リース取引に関する会計基準の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日（日本公認会計士協

会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以降開始する会

計年度に係る四半期財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、第

１四半期会計期間からこれらの会計基準等

を適用し、通常の売買取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。また、所

有権移転外ファイナンス・リース取引に係

るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法を採用しております。な

お、リース取引開始日が適用初年度前の所

有権移転外ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。これによる損益への影響は軽微であり

ます。 

  
当第２四半期累計期間 

（自 平成20年10月１日 
至 平成21年３月31日） 

１．固定資産の減価償却費の

算定方法 

 固定資産の減価償却費の算定方法は、定

率法を採用している資産について、事業年

度に係る減価償却費の額を期間按分する方

法としております。  
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

   該当事項はありません。 

  

【注記事項】 

（四半期貸借対照表関係） 

  

（四半期損益計算書関係） 

  

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第２四半期会計期間末 
（平成21年３月31日） 

前事業年度末 
（平成20年９月30日） 

※ 有形固定資産の減価償却累計額は、5,851,427千円で

あります。 

  

※ 有形固定資産の減価償却累計額は、5,166,476千円で

あります。 

  

当第２四半期累計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成21年３月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。    

雑給                                6,743,236千円 

賞与引当金繰入額                      266,600千円 

役員退職慰労引当金繰入額                4,095千円 

減価償却費                            808,398千円 

貸倒引当金繰入額                        7,700千円 

  

当第２四半期会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。    

雑給                                3,405,974千円 

賞与引当金繰入額                      107,250千円 

役員退職慰労引当金繰入額                2,137千円 

減価償却費                            430,844千円 

貸倒引当金繰入額                          500千円 

  

当第２四半期累計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成21年３月31日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表 

 に掲記されている科目の金額との関係  

（平成21年３月31日現在）

                                             （千円）

現金及び預金勘定                                   6,107,286 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金          △1,050,000 

現金及び現金同等物                                5,057,286 
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（株主資本等関係） 

当第２四半期会計期間末（平成21年３月31日）及び当第２四半期累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21

年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式                6,534,900株 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式                      146株 

  

３．新株予約権等に関する事項 

 平成18年度新株予約権 

 新株予約権の目的となる株式の種類        普通株式 

 新株予約権の目的となる株式の数         251,000株 

 新株予約権の四半期会計期間末残高     119,795千円 

  

４．配当に関する事項 

 該当事項はありません。 

  

  

  

（有価証券関係） 

 その他有価証券で時価のあるものについては、会社の事業の運営において重要性が乏しいため、記載を省略して

おります。 

  

  

  

（デリバティブ取引関係） 

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

（持分法損益等） 

    該当事項はありません。 

  

  

（ストック・オプション等関係） 

当第２四半期会計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

１．ストック・オプションに係る当第２四半期会計期間における費用計上額及び科目名 

 該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。なお、当第２四半期会計期間の潜

在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１株当たり四半期純利益金額を下回らないため、記載すること

を省略しております。 

  

当第２四半期会計期間末 
（平成21年３月31日） 

前事業年度末 
（平成20年９月30日） 

１株当たり純資産額     2,544円82銭 １株当たり純資産額 2,469円95銭

当第２四半期累計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第２四半期会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 

１株当たり四半期純利益金額  76円68銭

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
 76円66銭

１株当たり四半期純利益金額  76円25銭

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
 76円25銭

  
当第２四半期累計期間 

（自 平成20年10月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第２四半期会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（千円） 500,896 498,253 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 500,896 498,253 

期中平均株式数（株） 6,532,604 6,534,759 

      

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額      

四半期純利益調整額（千円）  － － 

普通株式増加数（株）  1,790 － 

（うち新株予約権）（株）  (1,790) － 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要 

  

────── 

  

────── 
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（重要な後発事象） 

当第２四半期会計期間 
（自 平成21年１月１日 
至 平成21年３月31日） 

 当社と当社の親会社であるエーエスホールディングス株

式会社は、平成21年２月９日付けで吸収合併契約を締結

し、平成21年２月28日に開催した臨時株主総会において吸

収合併契約承認と定款一部変更をしており、吸収合併契約

承認を決議してから１ヶ月経過後の４月１日をもって東京

証券取引所の有価証券上場規程に定める上場廃止基準に該

当しましたので当社の株式は上場廃止となりました。  
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（リース取引関係） 

 リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通常の賃貸借取引 

に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、リース取引残高は前事業年度末に比べ著しい変動が認めらな 

いため、記載を省略しております。 

  

  

  

  

２【その他】 

 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成21年５月14日

株式会社あきんどスシロー 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 渡部 健   印 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 平岡 義則  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あきん

どスシローの平成20年10月１日から平成21年９月30日までの第25期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年１月１日か

ら平成21年３月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行

った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あきんどスシローの平成21年３月31日現在の財政状態、同日をもって

終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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